
■●I:'■ず■■|■

^彗

翻 先 封11くつ い て

肝 ～

煮

夕

一

動

き

傍 子 フ議誠 余
`)饉

F今 て■ 日,石 卜訂 ) :

鶴 手′り曲議 き が継 幸キ彙象  : :   ―

3袖 tう い て ニ モ^祥 凄 __1饉 管 委″
)

タ     ーーP奇 ‐薫負_■―(面 凛穂 )

奮1亀 年デ倉敦吉     ‐――   :

食訂
´
奪 吉     : 一一一     ｀

(16を「
り (庁 恭 埋♪

わ杵な くつ lく __雫 ,二
ヴ  ζP(士 書 麦) 一::

けな朝日 r曖
コ´孝子″ゴ厖」

づッドマレσ、特子1調 義ヽ
|‐

=一
びッド`|ア ンヽ多ドつ いて (腋 響 )

螢

`づ
妥ぞ者看調五全毅 :こ |

貯誕
'つ

多カン :そ フぃて:

杖・塑されがらの近イら  1・

春考 ;埠 意議大由諄  ニ

fク のう乗サ|で つt)て (姦 ´久)

e tt c._1_

数ス準T条 〔太:象)

2

4
ε

8

9

ら

|○

||

12

12

13

4

14

1マ

18

19

10

鋤



構■ 1騨
・
:‐

1轟 P‐ ぶ
■  票■力予算1「`

`含
舜道:ユ 亀各繁‐

|の ヤ|^1‐ ″||1下 ヨ′二`鋼′ 下下|

の
「
|で 遺ちら |イ そヽき.た,I 舜百す設i可 甚要購らf■ 11つ い:で |=′ 昨耳 11月 1:`

口のだlⅢ 与上予子ツ物理V者 の■憲詢・ tつ て―
=ふ

1‐キよよ r万 ―́,た が,も 護人

「Pの 主澪 メしバ Tプリ
｀
コタト

"|■

i■ ゆゞ1ビ it'つ l■ にあit i での11(121ヨ 7

ち口れヽ|=褐 鑽 tiし 誕` |ヨ で吾茉ノス
=が

―l■ くわ rtに。彿成「Jを に
=内

に戯

千
‐
1な つヽつ た,が ,今 年ブ` 1月 12日 ミ|ら だ|ネ 七中の11≧

'T魂
各 レ }ヽ ■1 夫

=お `卜
着おTの 凛市

'｀

がI尋 子げ1■ Jつ で■こ、そ壇1の 調整t ll rヽ )1 1■ B}・

_r,[■ 宝Iぼ め才 l lDl tiド
｀
芳■■2ヽ tt(● Tご

'る
)。

爾■11の プ
=1罐

l■ , ■として
'1打

――ャもこ.■ it i:F,IIデ ■||=薔 ll iレ ■■|‐

重 しl‐ )■ 謹であるが,,D't槍 だt春 弓・7ぎ 詰塗
=,こ

ア`計t,三 Fl■ |11■ Ⅲ [」 1琴

膊書φ軍多筆夢工薔挙啓り (bi力 こ整ll‐ 7itく:′ .こ
,1尋 lIき モ|■、■ t●

=■
:■′|  |

41■ ぃ, テ■1大 め

^硼
111宅 奪て―甲,武 1甲 ギ■夕接l口り

｀
‐ ヽi■ ■■1:=.

■|'"~li,い で´ F'質 警 の甲 |ク
トに、`

´́)人 ■蘭´ンコ壼お庁|力 il、 アFJ｀ rl t l∫

・ltt Y´ してなて者(レ |る。 ニハた|´ ′ 着fl iヽ Fi 31.・・な●
=●

4'7｀ 1し,,,

■三F・～蒙|(と :■ うL〕 |ィ I十, ■互_、 がヽ
=i)ヽ

■
'ヽ

ふ`う●11ン ′ヽ■IIど ,■■ .

圭t it「 1吉 勢 別 ‖IT I:1可 ケ1言 |の 人 llち ´ 煮 宇―を i´すに さ さ :`‐ =年
:l il諄:=:ニ

■もク |ヽを J 責F}Ql~1繰 1ザ ハ }■

=

長Ⅲ 17社 詰‐ゴ七も. 1二 月Z3白 干藤′|千1猾 )(■ ふ

“

1名 :ト キつて,1■ |:

1111メ でつてき1詢 したが, その環上言ζブ`r人 の隻精■
`し

1さ いて, お1■ 1ヽの

■療|(■ くヽ てが'J)〕 i寸 うきつ蒙電irべ あつた。        |   ■

市議■ 11)■ 0.■ イ|ザ , 粘
=輩

祠〔お十イ。豫■1由 暗認 L)た といZる。 ~|● ゃち‐

諸l褻 r学 1舌 :て

'つ

て,■ いる人もででくる」7バ であ● |ら _[|■ 1,そ 1111,7で

ニフ1■ 旬ヤlう ■と
'」

・あつ ~で Υまいトウない  ́‐
ll iフ■二ない :l― :メ、がで

=る
|ビ ||■ ‐

しく′千彎 しイ ゆ fl)で や,11卜 ,イWll々
濃■すいが

''こ =マ
む 撃

`ユ

「るヮ|■ いゃ 択,載

ぎスる。 ヽ

`し

て ,三 在 ′リム零
`耐

1 111'il違 :|〔 :1ふ ,lJ「わ●さで 11● し` イ いう ここ

目
‐
脅 菌14し て ll l′ い 【考 え てヽ ■`     ||| | | || ‐ :‐  11

‐
■o絆 魚,I力 |ヽ1口 F`7い て, ク(・(1}呟 鴇

`為

辱:マ ,|=誇
'ア

て
'べ

t`'(rt l■tl■

‐11ク
=浸

t, 4■つ颯マらぃちことをゃぅ 薇́ヵllす ぎ
'る

(菌 it i til■

ら主攘林スるビ| ギを

^|う

套増ρl'1ら かかを■しti l‐ | | ‐|  ~|
1,ぉ

` 
凛電■1嘉 条なも「tl:λ t｀

`■

l武 ■|・l■ メl V1 11 11´ |1/ゃ ∵|マ11111‐

■■ ■ |二

●
〓
■
一■
■
●
■
■
■
■
一

．
．

一●
■
■
一ｔ
一〓
「
「
「

|■

=達■■
=二

(‐ 2つ



「II■ll■ ■■ 吉`ゼ |、 一
=、

した. を|■ 1111■ ■ 口■ .太 塚,編 子,高 どが ■人
で日専式申へ1(■ 実 し l「 ぉ

・ 1■ :デ
l・ : 

ゆ

｀
|す 与

“
百 各

「
1著

亨 電 ilで わ り` ■て II●∫い
:」  |

尼

一 おエ

オ     |

10ヽ 1茸 12H30嶺

美

原 子
"証

il含 衛 恵・
1言4r慮 なる 12■ ■ 3■ 111鋼:ド

導 つ て構 道 静 含 め研 狂班 を め ぐヽっ て

奉

`、

‐

=千

fi tl■ し、 な」1, ■に■ ■晟 言うJ“ ,コ 1善 く
―
´「|を ,′レ 募 集 貧 島 につ

ヽ
'て

,)Ir FD ll■ f■ 113人 I(ヽャし,λ l‐
`■

ビ 1て 者 曖ザ ーーみ しま したふ
=颯

j↓毬

11■ 14■●たら`,■
1■:た なフ‐_ろ ぅYさ ォ(る 場■フザ宰讐二物翌孝者 ■う裂た

15`111i● (■ ■「 と,ド 鍮ti¬ シ
lり と lt′  手■人の力 ,々ミ )`ゥ くピ ll Mヽ ず守う

τⅢギ111■1す‐ ●■lキ ごヽ11り ま
‐
l, 卜ぅ とく所象詢い l‐ さ0「 ら,ぬ ザい

ぜま し 1す 1.

私■IJら`汁i,議 ′
'■ il~「o、 Ⅲ́)11,4`,智 litこ ザるモあて|● ノ ま´

ぉ三ん
どの爾:/L■ 卜〔ついてモ●■が を鴻i t rtt‐lす る●]ヤ f tt Iた って同可りっい∠
名 ■■ 1´ した ll・ マ |ヨ 可、 イ´ 人I,,夕 毛 つて :■ へ 主億

'ヽ

行 っ て もヽ に た
｀
゛

l■ 1` ビ Fヽヽ ■` ‐す
^  

モ = て`

上 場草の増撃 t rilオ l´ ィほ しい。

2 摩tう ハ与千を昭
=夕

1`ミ してほしいっ

1以 上IZ■ ■■ 7́瓢 110病響下て・LL■ F〔 ぴF‐ 民主的な重=ゃ
〔絶対必撃

ξ法つ■■ミ首す。「 [と Z)0士 巨ぃえ下のた募づ二っr_喝 らたマいずバて乞稚
希キ}く 丼|■ 1,r‐

)ノ )あ やぃ、電宅|も リタ|(辞 口7っ て¥可 でF, 物″ける井ザ歩

ら 白 6の
=稼

Zoて る ご とfで あ つ て ぅ 。 サ 存 氏 曰 夕 2グ ,ら の 参 1コ ま と ゃ 撮 う

い`ち疎算の弓綺てムらがどあであ茶絆が F日 アさ:lて いるヾさでス 1,オ 言6

3 〒子核姦機会轟遺Iで よる■6で 島つて,省 募が塗くね分である とIJ老

Zて l=し くtJい 。募集士ネ勲 し」てi,衛 しヽ物セ導者も場 に■21ズ 記 |ぁ ります:

4´ 薔護人の過半数がクトロ)=蔦 る琢を,ψ 澪本いまイ■の

“

れを1月 らケト し
て|ま しい。 寸ぼρち費つて九らヶlる を話人l~夕 双が二るあが, ィ411`も 書藷
人l―t理が印竜さ″lて 女るなの娑でぁ I)す 寸。           |

‐    |                       ~   ジス   ・     i■

甲111 蔽訂,I由ノ ==′ |||ら 酔菌′学始,1姜 |′ ャ泉′
ヽ塚′カー|:|,けオサ イ1科≒ 誓紅

``心
ハ1農 ) ・      |

:      |:〔 5)       .

オ

菫
日

☆
　
．護

単

壁邑
晴
優

究

武

一
　

研



ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
日
Ｉ
Ｅ
Ｅ
Ｉ
Ｅ
Ｉ
ｌ
１
１
１
ｌ
ｌ
ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｉ
ｌ
ｉ
ｌ
ｌ
ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

η千イタ″‐多賃会 み静多・へ」■‐
ニタ■011`さ  1率 が

｀
メ 猥 の モ事 ti■ 日 |ヽ｀

て,占 口篭‐夕:0ま しに で F‐ F― 々 で ・ ■1て い筐も。

411可 ら目の寮子核特學1子 興官噸′ 予算打含●公橘静r「 言
「

「■ギl夕 裁

討φ手僣可質費Jな 〇〇な河♂予算をつがらj千 先 |(参 η]で る、ぎ
=｀

壬t｀ くつ

tヽ
・
こき請■,1 ギ衛 f営やかマ辱警|■ 串丈

｀
議11■ド十:1政 着|の 基晨が巧ぅづ iで 雪ろ

Jで 「:暮 ″[J河 負三二塁
=■

二皇生壷却 という竜晟が離口1的 |ご 多衰で鼻るIと こ曜ら

力`に し11ン たo t■ し で1(に 反司「の量磐七埓 :つ ていら11ぅ 菩議人の議ぺ f

掟鬼′‐移十 . 武日}籠 fか Fう T多 さ薫いを電 |て も力`かあら1■ ,「行つべぎでIJ

でしlプ ーとρイ解
=り

セ`ず,録
`核

諏諸α』信ツ16Z(17■ lJ)1て 貨ゝ旭寺軍

着φ募票
=発

表さオ1る ご♯ it′  署i季 ヨ長 |で 要誇 して 千?|ヨ 8日 |て ,子 ′フ小

寺‐受穴 を 召 集 さ 11ノ な

'さ

11て あつ画ヂ著 詈 につ |'て の 奎見 上 |ヨ わり4ま した。 し

ゲ し,11を 曇そョJ「 「ア攣 劉|の 申 し入よ11こ つし` て
'駁

籠 い近も い表 イ も孝だ づ く,

イ 11に ■ い
'世

11い II鷲 もヽ し` Tと が ら 町1目 各E「 意 宅分有)が 伸 子核宙 %る

p=[11_妊 ■ 菫ヨ立 静 ■■1'Jこ こt再 確 認 し,愛 IT r歩 露 人の 話 ムが きの を

見う 有l「[洗 ら η ″●そ う致 者 み亀ヨ を呼 重 して行動 してま し いJ といわを 見が

,lヽ 奪壊質 のマ |=多 壊二 るで
`を

あ さ ら 力
｀

1て しま したo

■ハ■ らに

'1｀

キヨまい重嘲∠重|こ ある FI´ |で 痛看

''て

発声 したも
'ど

して

私 |で バめ 二うの Iこ と沓さ l./)7ぶ 警 ヽ`したし`こだし` 3すこ |
■ 琴錆な]や か議■引 |て ′rつ て冒′卜の■ 千ガの研れ椎ずィメる鑑掛 |ご 嗜

レ 者σ)″ 稀び ■末で■筆へち:し J`■ とと死 →|ま つき ')と きさね !ゴ ならないと

ヽ
lヽ

1=I“| ■09石 颯 (丁 護責各√
'尊

た を 1わ のアIl・ l}■ }「
~す

fつ け■十二ぅび.上 記
「

,

折牝サ 1寸, Cρ・lrr充 場が歯蚕色の査定で|プ

‐→ら″1セ 響在ぜ輝二_奪 巻い黄だめ

笏蘇を計 6唯 一√〕むの」【野りました。 Fの マ鰤び 豪千務斎 質極 絆多導ζづ「豪

卵|が IF― ざばたか,_ど うが,う たが望 しし`がわ待 てJ ∠しヽらr lIシ てハ慧も

董ヽ コ′に じつ て,Tの デ鼻が コケ■ ン1る
=う なことがあ

“

′11か ,前 究者の総主

`も
ヒずく暫等濠‐特労|を 要会

"″

ヌ妻〕コう しぜ
"颯

 彙

`核
竹究 者σヽ静纂 !Jう

たが
"rる

で しょう。障 街奮詳 の委勁|IF‐
~つ

て豪 千 〃」)訴 究を力しイメ る爾

ヵ」 あ「 rP赳 Jで ぁ る告 ご ll lう が以 上 の 要 に つヽ` て ん う 計諭 さ

“

た■ で はつ

ol'と しに 若‐き―

=善
話 人 ぐす

“

|「 衣
申

さ 口1る よう 1〔 ち
'つ

が し`募 し =す。

12:聾 二 :こ こ         重 持 つ」 てと て ?い て´ ざ 舗 人耗

^゛
雌

暉のマで0フ とり脅大な [と
|ゴ
; イう。イロの金ザiフ ク 2`燿

｀
り`つたた´ rノ

を″ 会ちゃρ諸暉口|ま 寺 るシ場 での基僣 クク衛宿 究がノ Iの よ う́灯著彙夕1産 澪 認

す

`ス
々 lτ ょ う語肴 |「 平 1去 ≦″〈′今 後 '生質約 せ:重三 潔が う し二むわれ ≦」

Fて である と澪 J・ ますoし か し■謳 の ■うに翠 1(の うとで 1■
‐ 1:の 予算をつ

〔(1う

Iイ

!

一一一一一一「．無

_‐ ギ



―

‐

ちが,議 ||ふ岬喜|‐ |二 鳥■ |||:1与 ≧||::言よJ,4‐ξt場年雪ス|1私た言す|む 孝壼七どit郷 るF考 ィャ
ーなす1に|て払|:詩 ぇ薯に

一
.lう

.よ う。通髪な邊晨ふもと
rや 1断千こ|そ

―
し,

‐「 言?11ちF窄 者
|て

き「
'な

L:|ヽ 増乞スみ象
.琴 きt′  |● さた′方がも盤丈iめ 茅五

lF甲 らずにごlt。 ように■義t(妻 しな丁: |            :‐
1尋

'―

うをⅢ 子レご‐ 私1申 争れ メ́.ヵのと,墨 :碁に年つて行勲サ11を′ 多|サ あ像葛あ聟写付藤
=|‐
で
`■

致してを多するこレに豚
11‐『

11ゴ す1摯 |↑ せのょぅ●,つ ■,|で警|1多 くわ
～
の義れを

す甲季の層|億 1姜

～

五猪
‐
1義 姜るでしIQ。 |||'1,1葺 して1議々恭:あ

=二
4‐

i/単
午中t・―辱触■す|を

―くも現在iF‐争El1 1下 てァを絆
=を

みらそ
=L豪

:
学俯

|え
著 F́て「ヱ三二」

`ク
ち」ン

ー
′年煮の撃線のうlyぅ ン。|`マ 竜IJ義左ぎ|'I11し

て,日 本ヽP奎舞澪者‐左姜震するをぁあ″ 1歩 にしまらし―する
=

`1〔

|る どぎtlオ サ. にってふ■ゥr=で 砂絡人の方たが フ
ヽ
るづるこ府乞

ξ
千

つ ヴ l・

Uサ
|そ ′ T号

^,ナ
ヒ どま らよ1も (猾 資 t斉 茸 する の で は 管 く7 ti李らt埼 フ)=ど が悪す「近言ほIこ だと写ι、ます。 (1954,Iz・ 0々 )

キ

ll:||||| ||

轟

さ
ｈ

町

上
ｍ
率
輩

の命０
嫌
１
１

山 口  な
今 マ (″

if″
て孝 ,孵腋僣列看 )

―

まと´にもので:

ぐ

　

◇ イ}曇 :Ii[彗響夢
“

||||■ |‐ヤ|
| ′ ミ 零 ざ 尋   ‐   |

Ｌ
■
●
●
一，

‐1.米 Elに なけ、¬
‐
ぅけけ様齢事圭みf年| | .■ |

|「
:体 甲なrTf詢 子若感7～下申lξ lll‐ |||

華
一　
　
　
　
　
・　
・

・・・一・一一・一一一一・一一・一一一一．・・・一・・・一一
・．一一一一一．一・一
一・一一

‐ この1甲 で 三二年ス続〃6
イ律なス

`に

移‐a'^■ 質ネ玖る
ア |〔 沐|っ ビぅ の 産

~■~~=‐
係 .‐

(5)

一圭
一



|

| ・　
　
　
く
　
，ヽ‐ｔ、　
　
　
ヘ

・・
　

薄

形

　

　

目

め
´

ふ
´́　

　

ボ

一
詢　一．硼

ぃ
　

　

颯

・
、

　

　

一∈

ゲ
　
驚
　
　
・
い

藤
ム
「
は
一̈

ハ〕
　
　
帯　一し，　
　
』・島　ゼ

■
ル
・赫
餅
・　
い
ご
ニ

島
ポ
一
町
が
　
一疇
“
渤

離
溺

・軒
轟

一
肺∴

肝

一臥
鏃
へ

　
ξ

轟
町
　
　
営

　

　

の

■
，

〓求
一
´
ヽ
、

一フ
ヽ
ヽ
´

ヽ
Ｌヽ

てし一こ式手増〓中Ｘ一祀ざ駐■，Ｔ憂勇

蕉
贅
一年
ご
　
麻
・
響

フ
ヽ I ti「1湾 し, |コ i lal署 鶴

一．　
一●

二
　
、手

｝
、
　

こ

．憩
　
・６

可
「
　
い

の

　

て

な
　
亜

ス
コ
　
　
　
一
｝

一可
　
と

管

　

い

保
　
珪

が
　
け

↓
」

登

と
　
引

十こ
　
がヽ
′

耐
¨
叱

貫

錆

ワ

技

一ｆ

弊

う
お
　
．■

゛
　
Ｖ
」

十

小
　
　
由

曰

‘

　

一
ｔ

し

ら

　

一

ド

■

　

一一

い

」

暮

可

　

ち

は

ｉ

い

　

弯

　

ち

―

．
て
ｆ

　

■

■

下

年

ヽ
１

校

一義
　
一に
　
　
　
セ
え　
が

，
、　
だ
　
っ
　
ヽ
」

Ｌ

う
　
つ
　
ヽ
　
昨
　
と
　
は

，
″
・用

■

■

う

よ

で

る

　

力

な
■

應

も
，
春

で

、●

ハ
・ヽ・

Ｌヽ

る

国

人
′ｉ

一ｃ

ス
´

　

ナ
．

「

た

民

主
‥

ラ
∫

トー

一

　

ｚ

雌

ｆ

よ

に

は

ら

　

り

灼

「

物

，
歯

Ｊ

ミ

■
・
一」

）ｒ

７

ざ

↑

颯

・慰

ヽ

　

プ

に

，

た

」

の

ら

ヽ

ｔ

い

　

亀
ノ

え

こ

お

二

獣

‥

　

了

ｍ

わ

の

ほ

ゼ

ズ

ｔ

一

Ｉ
Ｉ

ヽ
　

ど

お

卜
．
ぇ

で

ン

妻

―

の

評

が

こ
ニ

　

リ
一人

賢

一．一　一̈一一彎一一̈・一・一一̈
『̈轟
申｝̈
・一一

，ニ
ム
　
颯
■
べ
書
し
キー
一
」
討
狂
携
れ
轟

」
，一
三

ｆ

奏

　

λ

へ

究

ｔ

Ｅ

庵

ト

一峙・　暉瑯
『中
け一輯輛
】
一ｔ
け
一
坤一
』̈

`■

1■

3月 1澤 」

z.ォ ーク リ、、′デ,こ 士 t｀ そアイ フ`トニ
ヌの琴著

`轟

薔 ): 百本 2人 (資 R

日未 ヽち ).‐ 2耳 1■ ■送た 申込二:● 耳 brl液 。 なかが:こ ■|メ |■|↑ )/1~|い |:
| |              ‐  r6)  .       |  ‐  |  :  .|

一
蒙

環
I二|二



11■■ ■4お ,11.       |   |■ | ‐|11 ‐、|■ |■ |■ | |
|:‐ ,|:,卜■

‐
1ヽ ¬■ Ⅲヽl‐ ||‐  | | ||‐・  | || ■||・■|■ t■ 二鶏各にギ■讐ぁ

|～‐,|‐ ||‐ ||‐三すム●1塩 :与ξ
‐■11手 ドさ1こ| ・ざイ`ホ|1肇■・lナ堤すぅゃP.11・ llご ■■●1 1ん■1漱 薦

1111 11 1it t τ:ォ■灯碁
'サ

|ヽ|ち‐
||ヽ 11′〕ィ: サ■名夕)幸 だr lilら 1‐

ド)1帝 |■ |1彗 ゎ|で |ヽ二 LIな こ:

■|● T■
'T,ヨ

ヨ:千 お青義壼き|た ぃと:、ち|′ てぁ二: 11111 1‐ |‐Ⅲ……〕赫を
1:=11童 ljl,1贅|||||ハ・ )|=|二 |:|:姜 色遵を

ザ:||ル 考`セてド||ヽ ィいらか|づ:芋 |"凛 1乞 :二 た。
|     

■|‐ |

千「 iレ 計f111■ 名11が べlォ式きキiキ と千1こ

―
||′ 岩`:ヽ ハ■l■:|、 菫

|っ さ1,|・
.li Fiに ■l iV)マ 考たら

'14●

ァ■rし り`と,.ィテた●‐1じ めィそ1」 し,多 ンーニピl:
I● ■111て 喜イ■だ→,ヽ ら, でき之)だ サなぃ斎ヨtぎ、.ヽ て二l,1、 とぃ.1,1■ と,21‐
■―nt_

:(1栞

=要
)■,こ 1辱 妻 女が

｀
ま長 ′祖識 :て ミ下、のな培暮 だザタ 当年■ のl・ :

■口, も、ヽiT電 者 のさ場 五孝 名でぜ な ごの 季凄乞 こ́應討苦 してて しピ とl宅 乞
し 亀 :                  ■

|:等‐1111√「i:11=,こ電I露「島薔:fiii〔 ]1許
すサ|卜 1■ l竜 ゅ|七 ■とき乞た:  ‐   ‐ |||■

‐
|‐ 、    | 

‐
|||

|す ■き■|ぅ  キス ,ヽ 1=`、 k基■さら-141発 と―ヒ
=tに

セ主薫ILる 01
14層 ず́||‐ウ,な t‐ |´膏

=与
襲癬↑||.|ギ●シ||,1鷺 |||‐|■|

ると|夕 を「
`tら

し
`■

も,1旨 |「 r妻 二薮‖r41、 ゎ″
`夕

も:|| ・|‐  ■|

rlz)



■
■
■
・一一一一一一一■
一一■
一■
一一一一一一ｉ
一■
ｉｔ
一一〓
一■

，
■
華
■
〓
〓一
■
■
一一一一一一一一ｉ
〓
彗
一一一一彗
一

挙 ま
=|フ

:い て 1二 1ィ の同■f者 鐸二二

穀奎由祗を野琴法子し`さを'i派
うた,'|:中 蔀簑評イ)｀ らろ|1珀 ハようti

筑言ヤが 夕 1'ま し
'11ド

).=rら ど)妻 に つい ても

'慈
1島

=夕
r■ :て ギ メ 1・ 軍 洋 ::

もかで: 1需 ぎ二 tl T Ⅲ下嵩 15妻 ●

^1'電

し措が

`'意

｀葺 苓t行 や・
てと

」

しましl― ぢ

メ硼|■ 4)11の 日でし≒1ド )11刊

まし た の で 18ゴ ゛ ぐ勃lが ら膚 索 し

彪老力゙ tI〈さに`さしF― 。

観↑フ名 71る 中,報 乗練 534

桁勧イダ家 709蒙 t16嘔 2各 ζtt r

胴岬の経マ14ポ J・・夕
1)'

壼 八  71‐ : ウト 111

1` 七
「

  13・ : 森 ‐

1「『嘉のキ1に 子|1名 しにも́ が11尋 メ
II

ょしに。着孝 琶理暮 曇べ 妥身τ 鷲́うι彰多

1拳 i■ 3各 運電の
“
メ〕

耳 L
L 由

3

コ 櫓   2

誉
　
口

一景

ム

が

Ｉ

３
　
５

　

″
て

｀
1場ヌ   ′

′ つ | |″

所  藝   10

紳 (栞

「 101柩

=1雲   ら i両

″ 13 木  ″

41口  馨  ′

″ : /1‐  書   ク

″ :藪  冤  ″

〔慾
‐
う

■うく, 片暉1,暉 1ト

襲本′李口,

三多毛 る 1 1

1チ

|||

試

凛

・崎

鰭

る

ゥ

壌』括1114与1議へ::=せ

'ぢ

ti毛
毛づl慧

11重11111::ll
小3角

`ゴ
みのであ るが, 琴慟会 r12

伸標 あIF頑 不Jで ,秋 む」とと,J(て ｀

=奪
らも tヽ が 7奪 とヽら`

'嗜

や11

1〕 |く ケ r.tヽ ,雇 って?理 痛蒙乞軍≒り
ると t｀ ち源

'ら

基‐三千くホ念だが|'=吟

囀:1名 |● ´ν′ 長銚看 ?考 9:ら マク
1ム

ー
立 る1之 tも うデ

し|■ :ャ |ヤ 争

癬 喀毛象伝ハ■ダ すけ 、
‐葛´ 鳥 :恵 |:啄 _|_|:

麟象,1轟 作,1姦 事′落る デiア lf ‐  ‐   ‐  ‐i

t,そ 壼し3.し ■;      ‐  ‐         、  ・  |     
‐  ‐ ‐

酔 と ち  -1:嫁
‐三域 ■ ‐ .|み 蔽 葬ノ智偽 叫

[ち .141なず計‐ ‐ |

|スを番場グを響摯′会
・

漁口「`:熊 |´ ‐信■ fラ ーT



著
■
一

Ｆ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

卜

‐

選挙 1■ 11て
束を支 衛コを 毬 T―下

Il rJ′  1055耳 え翌暫営 eF― 顔念0藍挙にF諷 ブる面知を夏げ象 |ノ もした。

タタイlJ~1ざ に帰者とていう2憂 も多,1ノプ 察ある41ナ で誌6つ て収のよらな

薫 見 を ボ し百 ヽ
―~oも

う「́ 晨 ;ι 々 ての家 え き旋

=ゴ

し, 並挙 l〔 置 りる 幸 増 にFII

老
=乞

抒 つ

`燿
さ を 1)∠ 磨lヽ まヽう。

11 涯導香
"伝

|↓NEご の夕名の動16乞 費をして作く壼暑でな能乞もうも

のである,ら ノ多くの意見
=、

とにして教司
‐
1つ くさltた 緬前にもヒ↑く逆

と玄で雄 |ご 14ね いなら与しヽ。峙 |く ィ|ス
=∠

luい と,■ サLYら｀
昭衝な どの質築

ので4ザ 漫′ぞして行く 卜ぅちもの
,ぐ メ,|ニ シ烙, 壼 |ぃ 3ヽ(費 第 め奮壕 ヒ

t在 力:P会 費この青見のえ通 |=単 に行わ

'(Ⅲ
げ:な F,軍 ヽヽ♪ しも

｀
tン, 3Mめ 豆挙;

|(蠅 して4′  ギがで F‐■仁
'(も

断||ヽ
レて「111ヴ かっl_し , そ 71煙 の理なめ後、野|く

つヽ` Źも そうだとでク′翌縛「ミ|ご .1宮 ′人ri■ 縛公でスにづくピある。 移任

フ[場 夕 磯ざ各こ女凝i rlF芝
`|=tl iド

ttl,磐
'い

」えデ:う 1女 唸り 多くのメtそ
^ゼ

蒙

曖をさ t｀ て,、 NEこ を,と し
`有

[ する と い :p考 ガ灯づ
｀4昭されてL)な t)3

2_あ の よう に し′てズ そ し,六

ク耐こヤ者クタ )レ ーフ。と して lで 遜 いて

二 岳ご ,1て き,よ う ■圧挙 のや つ

手で.え ず適」な スア、ップをふん

）」

■
　
一二

・，
・　
　
■
　
　
三一

Ｆ

　

‘
Ｆ

でズ

“

て́しらしヽ に し`。

3´ ズ 〔ぎ た I― タ イスで は ,ヒ う
‐
イ||の パ表 がて｀

そクだ 可ぎ 主r_1ヽ が らソ 地ケ φ

4.喫 β亀 め屯 IJム ‡り |く も■ 印 夕́蒸 鳴
「

づざ な ｀ヽ。

ら け者「 夕!:'一 フ。(葺 |〔 か '|″ れ|ィlrつ の )呻 でそとしてぼゴ祥¬ムlて

‐
つ t,

て新ろを撃ホしノーゴ孝 壼連留 |て 書ヽヽないヒぷってぃまぅ。

レスェ ム、わらせいたしJず ´髪″ 黎 諭め二御遁るねがい ます。(a曰  麺

力 i-12鵬 39日 ,書 きでやうて し16分″,2あ ″ |′て人″分の布紅孝瀕グ嘆

フ`たのでノ歴挙 |｀ 劇考るケ者P歳 許 ②ゃ し/‐X4宝 めぐ千́て討静した。 タタ象

計の分1み がだ 0ざある官と嗜雰 めた パ タ rOl l● ―黍 マの まき,ゴ 挙 するこご

卜:L_な o

オ 、・TIバ イ4コ ノ 4者た な 場 玄 f鋼 歯席 .  ・         ‐

伝 虐馨 協 劉政 のコ タ′家′ふ

野琴島|つ ぃそ′燿家樅%め 策多の後, Iの せヽ髯をを行うな Z`爵 緒

串夕は ′
～

2郷〔孵
~/● こど:|(し た,

１

２

貿

|二| |二二|■

=二

(0〕



―

‐

3: 肩 年1卓II―の
～

3

4: 汗ヽ 識 集 に つ l〕 (

デII事 ■1■  1'そ モ:_‐

三 督|」 、1り ■ 1(1爆

1耳 分  1人

半 奪分 B5人

半 年
'2■

7/N

l=つ  1人

ぅ_書 i曽 図書:率 、日誓い壼ヽ 11;1り
'生

12L iに

“

ける■とlt〕 Ft.‐

61贅 議 会 士ュ ー 支駐 11,言 憂の き 壱か1)● こ」ヽ お よう l_し
'II「

″tiギ ● 志

ないこと乞確認 しに‐

ヤ: l ll先 警 滴 ラ}琴 の ltヂ |′  支抒 書|二 =だ
わ らヽ 各 色 fう 非 者 で嗜 鴫市 れ ■■

動 t til｀ て
`1ヽ

ここゲ始`中でおBこ tち さ星が藪くなさ颯た.  ‐

8´ 千1識 「辱千ち 1=つ いて,導 読 1■ つ1て }ピ なが亀LTl彗 愚がキ単1士 多t｀

ので1 ■,3増 「〕ナすでtJ こ1百 議可うこと |ミ なつた。 7亀 茉 |こ ついても ,つ な`

:〕 失心 にだ竜嘔摯なさrt′ ム〒5T~tす 多くの人が参 ILl士 末もよa)′ 範票:方

含|♂ 会絆 = 
芋ム

`JIfiれ
1こ り11「 ljrlく こビ|ご しと。       |

0_1■ 先 ■ の |口 額 ,報 も い:|フ 疋 |■ ● リノ‐若進
`い

^素

の||~針 であ る「 甲
二人

予 げ |し フ● す クT｀ソダ人 卜こ 手 ヲウ チ ギ デ行 ク」 て し|う
]と |き 具警 ‐

仁 ■ 5

:こ ;■ き う す るり
｀
左な る電度 号T討 した が′ lrっ こ 1)し た僣 諭 1士 な が Pた。

み

聰

啜  λ

無 守
`・

ζl::』ふ
栗与つコロキ 1フ ム ∫リ 4,C2_i m

500

=,750
3′ 600‐
1り O D10,

3J000

1,350 ~
75'0 

｀

bO

5,000 1
25,000

難

会輩 収た
・
: ,一 岳ミ含 曇

`  ″

学 壼 宏曇

彗甲会 曇

う4フ lL´
′ノヽ

森  昌

天塚 君

主忙 言

り|1崎 霜

電力経済へ日識誉賃

科単輯曰喪奪

計

サ ラ欽

礫 篠 ‐

3リ ントイ式

51メ 23

2ノ 700

400

もδ50

円

円

=
蛇

■
ずサ

(11))

三二



奮
専
姜
〓
一
≒
一〓
〓一

ｒ
ｌ
‥
―
―
ト
ー
ト
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ト
ー

1,1 
‐
手

彗‐1言

11  1議

領 収 書

嘔  苦

首|

華 :||

岬質 f喜   預  宝

現  奮

'F年
封自華難)

2,41「 心|‐ 1円

1ノ 200 1
500 ‐

‐

140 ‐

360 1

11,4ら ○

39メ 73

3B:500

1_~j`73
● 計 ‐

嬌島おだ
1.ま

‐       1 3の ,ぃ 73
藤二 (貧 計年: バよ静j 要由)  |

。二
一

二-1二

一

。

一

二

伊 藤  仁 こ ,■ 議 1「 ら

E●
~

|リ

|

+
i

‐
その 1:一 私 色 で 1」 ,ぅ 人ハ 含曇が 発 r■ く ■.t41)勢dt晟 ●蔀 F十 1

長 してい うの で真通 ′ヽ時日 t峙 夢塞誠t=と がォ旨),著 ですが
｀
ァ イ 11で も ,ll.

.2回 ρ
=期

的な呼 t'こ ′イ王竜 ♂下ミ質的琴 畠ttや こうといぅこどか
｀
力建|き ‐

攣|■ な■最■向Nttαぇ
ュニξヒ:織 [1‐■f)|ン ト

11なうに

～
,CtC'レ |■ ‐11ヤ 1■

「                  ‐
1'懃 警こ掟めていくなケ1註

‐
iて ょ tン ト

=勿
論■の庸三雪さしから玉 ゅ″1だ lll

‐語 P,こミ |せ う|:て も ,こ のよう電
｀
資,9凄 11こ 若幸る●け

,寺
!コ をとって言1講

しi_1'∠ 思つて |)=す。 cむ 耳末it押 しPき Pて う早中のa栞 は申待奪ポき,
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